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平成19年9月21日及び22日、

亀岡市は WHO(世界保健機関）セーフコミュニティ認証のための

現地審査を受けました。





自然災害後のコミュニティの復元力の強化：

セーフコミュニティを戦略に活用する

ー故レイフ・スヴァンストローム教授（1943-2023）を追悼してー

 セーフコミュニティ

 セーフコミュニティはどのように困難を乗り越える力

（レジリエンス）を高めるか?

トピック



セーフコミュニティ

セーフコミュニティとは すべての年齢層、性別、地
域を対象とし、安全促進、傷害、暴力、自殺の防止、
自然災害による影響（人身傷害）の防止に取り組む
自治体、郡、市、または市の地区であり、認証され
たプログラムの国際的なネットワークの一部である。



スウェーデンのファルシェーピング

- セーフコミュニティ 第一号

- WHO地域安全推進協力センター

- カロリンスカ研究所内



ファルシェーピングモデル

–スウェーデン 1970年代後半

• 地域レベルでへの介入

• 部門間の協働

• 包括的取組

• あらゆる年齢

• あらゆる性別

• あらゆる環境

• あらゆる状況

• 合意形成におけるボトムアップの手法



ファルシェーピングモデルから学ぶこと

• ８つのステップ (=公衆衛アプローチ)

1. 疫学的マッピング (外傷サーベイランス)

2. ハイリスク集団・環境の把握

3. 多領域にわたる問題を解決するための集団、取組の参考にする組織の

設置

4. 共同で取組みを企画

5. 介入（取組の実践）

6. 評価（ふりかえる）

7. 軌道修正

8. 取組への反映
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• 公衆衛生アプローチ

公衆衛生モデルによって、焦点は「個人の行動」から
「集団レベル」の「体系的な環境リスクの軽減」へとシフト

地域レベル

個人レベル

ファルシェーピングモデルから学ぶこと



ファルシェーピングモデル

– 1970年代後半（スウェーデン）

• 3年後 ( - レイフ・スヴァンスとローム, 1986)    

• 全受傷率 – 23% 減少

• 家庭内でのケガ 27%減少

• 就業中のケガ 28%減少

• 交通事故によるけが 28%減少

• 1980年代に入り、スウェーデン国内の他の
自治体が導入し始める



スウェーデン、ストックホルム

カロリンスカ研究所（医科大学）

公衆衛生学部 名誉教授

晩年のレイフ・スヴァンストローム教授, M.D., Ph.D.
1943 - 2023

セーフコミュニティ活動の創始者



スヴァンストローム先生は、ケガ予防に
おける考え方を数多く変えてきた

1. 単にケガの発生ではなく、「何が」ケガの原因かを追究した

2. 対象としたのは、受傷時の行動だけでなく、体系的な原因

3. 単に個々の事例をみるのではなく、集団全体を対象とした

4. ケガ予防という物理的な現象だけでなく、健康、安全、福祉という包括的な社会

状況を改善した

5. 条件を整えた実験的な研究より、実社会での対策に取組んだ

6. 地域は、研究対象ではなく、パートナーであった



レイキャヴィック（アイスランド）
1999年9月

韓国水原（スウォン）市

1999年 SC開始

アジア地域で1番目のSC認証



第１回 アジア地域セーフコミュニティ会議

韓国 スウォン市 2002年



2019年8月
スウェーデンストックホルム

2024年
世界保健機関（WHO）
世界会議（インド デリ）



セーフコミュニティ マニフェスト

- 第1回世界事故・傷害予防会議

ストックホルム、スウェーデン、1989年

WHOは、セーフコミュニティを「地方自治
体や地域社会における暴力や傷害を予
防するため、証拠に基づく行動を協働
で実施するための重要な仕組み」として
認識している。



セーフコミュニティ マニフェスト

- 基礎となる柱-

• 全ての人は等しく健康と安全を享受する権利を有する

• ケガを予防するためには、多くの集団・組織の調整によるアクションが求

められる

• 健康部門は、ケガに関する人、パターン、原因、リスク条件に関する情報

を収集するという重要な役割を担う

• 地域の活動は、あらゆる市民を対象としつつ、最も脆弱な人びとに焦点を

あてる

• 安全向上のための取り組みの行程と結果の両方の評価が重要

• 安全なまちづくりに向けては国際的な発展が不可欠



33か国441認証都市

2025年3月現在



国際セーフコミュニティ 認証のための指標

• 指標1:ガバナンス – 分野横断的なアプローチ

• 指標 2: 監視 – 局所傷害データ

• 指標 3: 包括的なプログラム – すべての性別、年齢、環境、

状況

• 指標4:脆弱なグループ – リスクの高いグループと環境

• 指標5:評価–エビデンスに基づくプロセスと効果

• 指標6:ネットワーキング–経験の共有



国際セーフコミュニティ公認認証審査員
Lidkoping, Sweden  2014年 リーシェーピング（スウェーデン）



トピック

セーフコミュニティ

セーフコミュニティはどのように困難を乗り

越える力（レジリエンス）を高めるか?



コミュニティの復元力とは、自然災害、経済的ショック、

公衆衛生上の危機、その他の社会的混乱などの有害事象

に耐え、適応し、回復するコミュニティの能力です。

それは単に災害を生き延びるだけでなく、より強く立ち

直り、将来の課題に備えることです。

コミュニティ レジリエンス
地域の復元力（困難を乗り越える力）とは?



コミュニティ レジリエンス
地域の復元力（困難を乗り越える力）とは?

復元力がある地域は、以下のことを行うことができます。

• リスクを予測し、脆弱性を軽減します

(計画やインフラストラクチャなどを通じて)。

• 有事に効果的な対応ができます

(例えば、救急サービスと市民の行動を通じて)。

• 迅速に復旧するとともに将来のリスクを軽減して地域を再構

築します。

• 変化する状況(気候変動、人口動態の変化など)に対応して適

応し、変革します。



地域の復元のカギとなる要因:

住民間の強力なネットワークと信頼。

地元のリーダーシップを事前に育成し、関与させる

リソース(情報、資金、スキル)へのアクセス。

効果的な通信システム。

すべてのコミュニティメンバーが関与する包括的な計画。

コミュニティ レジリエンス
地域の復元力（困難を乗り越える力）とは?



なぜセーフコミュニティは問題に取組むのか？

6 つの指標
ガバナンス

根拠に基づく/サーベイランス

包括性

包摂性

継続性/評価とフィードバック

国内外のネットワーク

災害後のコミュニティの復興
力醸成にそのまま適用



セーフコミュニティとしての認証は、

組織や団体といったチームを、

ともに学び・分かち合い・成長するネッ

トワークへとつなげることで

コミュニティにとって大きなモチベーション

になる



災害後の様々な困難を乗り越えることができる地域力の向上：

セーフコミュニティの取組み手法を活用する

ー 故レイフ・スヴァンストローム教授（1943-2023）を追悼してー

ご清聴ありがとうございました!

“私たちの世界を安全でしなやかに困難を乗り越えることができる社会にするた

めにともに取り組みましょう”


